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市第 137 号議案 

   横浜市個人情報の保護に関する条例の一部改正 

 横浜市個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例を次の

ように定める。 

   平成30年２月16日提出 

                 横浜市長 林   文 子  

横浜市条例（番号） 

   横浜市個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条 

   例 

 横浜市個人情報の保護に関する条例（平成17年２月横浜市条例第

６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中第５項を第８項とし、第４項を第７項とし、同条第３項

中「（市が設立した地方独立行政法人の役員を含む。以下同じ。）

」を削り、同項を同条第６項とし、同項の前に次の２項を加える。 

４ この条例において「個人識別符号」とは、行政機関の保有する

個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第58号。以下「行政

機関個人情報保護法」という。）第２条第３項に規定する個人識

別符号をいう。 

５ この条例において「要配慮個人情報」とは、本人に対する不当

な差別、偏見その他の不利益が生じないようにその取扱いに特に

配慮を要する個人情報として行政機関個人情報保護法第２条第４

項に規定する要配慮個人情報をいう。 

 第２条第２項中「当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記

述等により特定の個人を識別することができるもの（他の情報と照

合することができ、それにより特定の個人を識別することができる
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こととなるものを含む。）」を「次のいずれかに該当するもの」に

改め、同項に次の各号を加え、同項を同条第３項とする。 

 (1) 当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等（文書、

図画若しくは電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の

知覚によっては認識することができない方式で作られる記録を

いう。以下同じ。）に記載され、若しくは記録され、又は音声

、動作その他の方法を用いて表された一切の事項（個人識別符

号を除く。）をいう。以下同じ。）により特定の個人を識別す

ることができるもの（他の情報と照合することができ、それに

より特定の個人を識別することができることとなるものを含む

。） 

(2)  個人識別符号が含まれるもの 

 第２条第１項の次に次の１項を加える。 

２ この条例において「実施機関の職員」とは、市長、議長、公営

企業管理者、教育委員会の教育長及び委員、選挙管理委員、人事

委員会委員、監査委員、農業委員会委員、固定資産評価審査委員

会委員並びに前項の市の機関の長のほか、実施機関（同項の地方

独立行政法人を除く。）の職務上の指揮監督を受ける職員並びに

同項の地方独立行政法人の役員及び職員をいう。 

 第６条第１項第６号の次に次の１号を加える。 

 (6)の２ 記録される個人情報に要配慮個人情報が含まれるときは

、その旨 

 第８条第２項中「電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっ

ては認識することができない方式で作られる記録（以下「電磁的記

録」という。）」を「電磁的記録」に改める。 
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 第15条の次に次の１条を加える。 

 （派遣労働者の義務） 

第15条の２ 労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の

保護等に関する法律（昭和60年法律第88号）第26条第１項に規定

する労働者派遣契約に基づき実施機関に派遣され、当該実施機関

における事務に従事している者（以下「派遣労働者」という。）

又は派遣労働者であった者は、当該労働者派遣契約に基づく事務

に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な

目的に使用してはならない。 

 第16条中「、農業委員会委員」を削る。 

第17条第１項中「含む。）」の次に「又は当該者から当該事務の

再委託を受けた者」を加え、「以下「個人情報に係る受託事務」を

「）又は再委託を受けた事務（以下これらの事務を「個人情報に係

る受託事務等」に改め、同条第２項中「受託事務」を「受託事務等

」に、「若しくは従事していた者又はこれら以外の者で個人情報を

取り扱う事務に従事している者若しくは従事していた者は、当該事

務」を「又は従事していた者は、当該個人情報に係る受託事務等」

に改める。 

 第18条第１項第５号の次に次の１号を加える。 

 (5)の２ 記録情報に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨 

第18条第２項第９号中「第２条第４項第２号」を「第２条第７項

第２号」に改める。 

第22条第３号中「含む。）」の次に「若しくは個人識別符号が含

まれるもの」を加える。 

第23条第２項中「記述等」の次に「及び個人識別符号」を加える
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。 

第56条中「答申書の送付等」を「答申の内容の公表等」に改める

。 

第60条第１項を削り、同条第２項中「出資法人等」を「市が出資

その他財政支出等を行う法人（市が設立した地方独立行政法人を除

く。）であって、市長が定めるもの」に改め、同項を同条とする。 

第67条中「若しくは個人情報に係る受託事務」を「、派遣労働者

若しくは派遣労働者であった者又は個人情報に係る受託事務等」に

改め、「又はこれら以外の者で個人情報を取り扱う事務に従事して

いる者若しくは従事していた者」を削り、「第２条第４項第１号」

を「第２条第７項第１号」に改める。 

第70条中「30,000円」を「 500,000 円」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第70条の改正規

定並びに附則第５項及び第６項の規定は、平成30年４月１日から

施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現に実施機関（横浜市個人情報の保護に関

する条例第２条第１項に規定する実施機関をいう。以下同じ。）

が開始しているこの条例による改正後の横浜市個人情報の保護に

関する条例（以下「新条例」という。）第６条第１項に規定する

個人情報を取り扱う事務であって、当該個人情報に要配慮個人情

報（新条例第２条第５項に規定する要配慮個人情報をいう。以下

同じ。）を含むものについての新条例第６条第１項の規定の適用
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については、同項中「開始しようとする」とあるのは「開始して

いる」と、「あらかじめ」とあるのは「横浜市個人情報の保護に

関する条例の一部を改正する条例（平成30年 月横浜市条例第 

号）の施行後遅滞なく」とする。 

３ 平成28年４月１日前に農業委員会委員の職を退いた者に係るこ

の条例による改正前の横浜市個人情報の保護に関する条例第16条

に規定するその職務上知り得た個人の秘密に属する事項を漏らし

てはならない義務については、なお従前の例による。 

４ この条例の施行の際現に実施機関が保有している新条例第２条

第７項に規定する個人情報ファイルであって、新条例第18条第１

項第５号に規定する記録情報に要配慮個人情報を含むものについ

ての同項の規定の適用については、同項中「保有しようとする」

とあるのは「保有している」と、「あらかじめ」とあるのは「横

浜市個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例（平成30

年 月横浜市条例第 号）の施行後遅滞なく」とする。 

５ 第70条の改正規定の施行前にした行為（附則第３項の規定によ

りなお従前の例によることとされる場合における行為を含む。）

に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

６ 附則第３項の規定によりなお従前の例によることとされる場合

における第70条の改正規定の施行後にした行為に対する罰則につ

いては、新条例第70条の規定を適用する。 

 （横浜市震災対策条例の一部改正） 

７ 横浜市震災対策条例（平成25年２月横浜市条例第４号）の一部

を次のように改正する。 

  第12条第２項中「第２条第３項」を「第２条第６項」に改める
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。 

 （横浜市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利 

用等に関する法律の施行に関する条例の一部改正） 

８ 横浜市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利 

用等に関する法律の施行に関する条例（平成27年９月横浜市条例 

第52号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２号中「横浜市（次条において「市」という。）が設

立した地方独立行政法人の役員を含む。」を「個人情報保護条例

第２条第２項に規定する実施機関の職員をいう。」に改め、同条

第３号中「第２条第５項」を「第２条第８項」に改める。 

第３条中「市」を「横浜市」に改める。 

 （横浜市の保有する情報の公開に関する条例の一部改正） 

９ 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成12年２月横浜

市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

  第17条第４項中「第２条第３項」を「第２条第６項」に改める

。 

 

   提 案 理 由 

 個人情報の保護に関する法律及び行政機関の保有する個人情報の

保護に関する法律の一部改正に伴い、個人情報の定義を明確にする

等のため、横浜市個人情報の保護に関する条例の一部を改正したい

ので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

（ 定 義 ） 

第 ２ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  こ の 条 例 に お い て 「 実 施 機 関 の 職 員 」 と は 、 市 長 、 議 長 、 公 営 
 

企 業 管 理 者 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 及 び 委 員 、 選 挙 管 理 委 員 、 人 事 
 

委 員 会 委 員 、 監 査 委 員 、 農 業 委 員 会 委 員 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 
 

会 委 員 並 び に 前 項 の 市 の 機 関 の 長 の ほ か 、 実 施 機 関 （ 同 項 の 地 方 
 

独 立 行 政 法 人 を 除 く 。） の 職 務 上 の 指 揮 監 督 を 受 け る 職 員 並 び に 
 

同 項 の 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 及 び 職 員 を い う 。 
 

３ 
こ の 条 例 に お い て 「 個 人 情 報 」 と は 、 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ 

２ 

次 の い ず れ か に 該 当 す る も の                
て 、 

当 該 情 報 に 含 ま れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 特 

                               
定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る こ と 

                             
が で き 、 そ れ に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る こ と と な 

        
        を い う 。 
る も の を 含 む 。）  

(1)  当 該 情 報 に 含 ま れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 （ 文 書 、 
 

図 画 若 し く は 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 
 

知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 を 
 

い う 。 以 下 同 じ 。） に 記 載 さ れ 、 若 し く は 記 録 さ れ 、 又 は 音 声 
 

、 動 作 そ の 他 の 方 法 を 用 い て 表 さ れ た 一 切 の 事 項 （ 個 人 識 別 符 
 

号 を 除 く 。） を い う 。 以 下 同 じ 。） に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す 
 

る こ と が で き る も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る こ と が で き 、 そ れ に 
 

よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る こ と と な る も の を 含 む 
 

。）  
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 (2)  個 人 識 別 符 号 が 含 ま れ る も の 
 

４  こ の 条 例 に お い て 「 個 人 識 別 符 号 」 と は 、 行 政 機 関 の 保 有 す る 
 

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 15 年 法 律 第 58 号 。 以 下 「 行 政 
 

機 関 個 人 情 報 保 護 法 」 と い う 。） 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 個 人 識 
 

別 符 号 を い う 。 
 

５  こ の 条 例 に お い て 「 要 配 慮 個 人 情 報 」 と は 、 本 人 に 対 す る 不 当 
  

な 差 別 、 偏 見 そ の 他 の 不 利 益 が 生 じ な い よ う に そ の 取 扱 い に 特 に 
 

配 慮 を 要 す る 個 人 情 報 と し て 行 政 機 関 個 人 情 報 保 護 法 第 ２ 条 第 ４ 
 

項 に 規 定 す る 要 配 慮 個 人 情 報 を い う 。 
 

６                               
こ の 条 例 に お い て 「 保 有 個 人 情 報 」 と は 、 実 施 機 関 の 職 員 

３                            （ 市 

                           
                         が 職 務 

が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を 含 む 。 以 下 同 じ 。）  

上 作 成 し 、 又 は 取 得 し た 個 人 情 報 で あ っ て 、 当 該 実 施 機 関 の 職 員 

が 組 織 的 に 利 用 す る も の と し て 、 当 該 実 施 機 関 が 保 有 し て い る も 

の を い う 。 た だ し 、 行 政 文 書 （ 横 浜 市 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 

す る 条 例 （ 平 成 12 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 １ 号 。 以 下 「 情 報 公 開 条 例 

」 と い う 。） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 行 政 文 書 を い う 。 以 下 同 じ 

。） に 記 録 さ れ て い る も の に 限 る 。 

７ 
（ 本 文 省 略 ） 

４ 

８ 
（ 本 文 省 略 ） 

５ 

（ 個 人 情 報 取 扱 事 務 の 届 出 ） 

第 ６ 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 （ 一 時 的 な 使 用 で あ 

っ て 、 短 期 間 に 廃 棄 さ れ 、 又 は 消 去 さ れ る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 

務 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 務 を 除 く 。） を 開 始 し よ う と す る と き は 

、 あ ら か じ め 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 

。 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 
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 （ 第 １ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 省 略 ） 

(6) の ２  記 録 さ れ る 個 人 情 報 に 要 配 慮 個 人 情 報 が 含 ま れ る と き は 
 

、 そ の 旨 
 

（ 第 ７ 号 、 第 ８ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

（ 収 集 の 制 限 ） 

第 ８ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

                 電 磁 的 記 録          
２  実 施 機 関 は 、 本 人 か ら 直 接 書 面 （ 
                 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 

                               
他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 

                 
を 含 む 。） に 記 録 さ れ た 当 該 

録 （ 以 下 「 電 磁 的 記 録 」 と い う 。）  

本 人 の 個 人 情 報 を 収 集 す る と き は 、 あ ら か じ め 、 本 人 に 対 し 、 そ 

の 利 用 目 的 を 明 示 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず 

れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で 、 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 省 略 ） 

（ 派 遣 労 働 者 の 義 務 ） 
 

第 15 条 の ２  労 働 者 派 遣 事 業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 及 び 派 遣 労 働 者 の 
 

保 護 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 60 年 法 律 第 88 号 ） 第 26 条 第 １ 項 に 規 定 
 

す る 労 働 者 派 遣 契 約 に 基 づ き 実 施 機 関 に 派 遣 さ れ 、 当 該 実 施 機 関 
 

に お け る 事 務 に 従 事 し て い る 者 （ 以 下 「 派 遣 労 働 者 」 と い う 。）  
 

又 は 派 遣 労 働 者 で あ っ た 者 は 、 当 該 労 働 者 派 遣 契 約 に 基 づ く 事 務 
 

に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な 
 

目 的 に 使 用 し て は な ら な い 。 
 

（ 市 長 等 の 秘 密 保 持 義 務 ） 

第 16 条  市 長 、 副 市 長 、 公 営 企 業 管 理 者 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 及 び 

                       
委 員 、 選 挙 管 理 委 員 、 監 査 委 員         並 び に 固 定 資 産 
              、 農 業 委 員 会 委 員 

評 価 審 査 委 員 会 委 員 並 び に 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第
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138 条 の ４ 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 す る 執 行 機 関 の 附 属 機 関 及

び 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27 年 法 律 第 292 号 ） 第 14 条 の 規 定 に 基 づ

き 設 置 す る 公 営 企 業 管 理 者 の 附 属 機 関 の 構 成 員 は 、 職 務 上 知 り 得

た 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い

た 後 も 、 同 様 と す る 。 

（ 受 託 者 等 の 義 務 等 ） 

第 17 条  実 施 機 関 か ら 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 の 委 託 を 受 け た 者 （ 

地 方 自 治 法 第 244 条 の ２ 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 公 の 施 設 の 管 理 に 関 

す る 業 務 を 行 わ せ る 指 定 管 理 者 （ 同 項 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 を い 

             又 は 当 該 者 か ら 当 該 事 務 の 再 委 託 を 
う 。 以 下 同 じ 。） を 含 む 。）                  
 

受 け た 者 
は 、 受 託 し た 事 務 （ 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 公 の 施 設 の 管 

     

           ） 又 は 再 委 託 を 受 け た 事 務 （ 以 下 こ れ ら 
理 に 関 す る 業 務 を 含 む 。 
           以 下 「 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 

の 事 務 を 「 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 等 
                 」 と い う 。） を 行 う 場 合 に 
 

お い て 、 第 14 条 第 １ 項 の 個 人 情 報 を 保 護 す る た め に 講 ぜ ら れ た 必 

要 な 措 置 に 従 う と と も に 、 自 ら も 個 人 情 報 の 漏 え い 、 滅 失 、 き 損 

及 び 改 ざ ん の 防 止 そ の 他 の 個 人 情 報 の 適 正 な 管 理 の た め に 必 要 な 

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

        受 託 事 務 等         又 は 従 事 し て い た 
２  個 人 情 報 に 係 る      に 従 事 し て い る 者 

        受 託 事 務          若 し く は 従 事 し て 

者 は 、 当 該 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 等              
い た 者 又 は こ れ ら 以 外 の 者 で 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に 従 事 し て 

                     
                    に 関 し て 知 り 得 た 個 
い る 者 若 し く は 従 事 し て い た 者 は 、 当 該 事 務 

人 情 報 を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な 目 的 に 使 用 し て は な 

ら な い 。 

（ 個 人 情 報 フ ァ イ ル の 保 有 等 に 関 す る 届 出 ） 

第 18 条  実 施 機 関 は 、 個 人 情 報 フ ァ イ ル を 保 有 し よ う と す る と き は 

、 あ ら か じ め 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 
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。 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

  （ 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 省 略 ） 

(5) の ２  記 録 情 報 に 要 配 慮 個 人 情 報 が 含 ま れ る と き は 、 そ の 旨 
 

  （ 第 ６ 号 か ら 第 ９ 号 ま で 省 略 ） 

２  前 項 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 個 人 情 報 フ ァ イ ル に つ い て は 、 適 用 

し な い 。 

  （ 第 １ 号 か ら 第 ８ 号 ま で 省 略 ） 

  第 ２ 条 第 ７ 項 第 ２ 号 
(9)           に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル 
  第 ２ 条 第 ４ 項 第 ２ 号 

  （ 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 省 略 ） 

（ 開 示 し な い こ と が で き る 保 有 個 人 情 報 ） 

第 22 条  実 施 機 関 は 、 本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 に 次 の 各 号 

に 掲 げ る 情 報 （ 以 下 「 非 開 示 情 報 」 と い う 。） の い ず れ か が 含 ま 

れ て い る 場 合 は 、 当 該 保 有 個 人 情 報 を 開 示 し な い こ と が で き る 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(3)  本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 個 人 に 関 す る 情 報 （ 事 業 を 営 む 個 人 の 

当 該 事 業 に 関 す る 情 報 を 除 く 。） で あ っ て 、 当 該 情 報 に 含 ま れ 

る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 

特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る も の （ 他 の 情 報 と 照 合 す る 

こ と に よ り 、 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と 

                若 し く は 個 人 識 別 符 号 が 含 
が で き る こ と と な る も の を 含 む 。）  
 

ま れ る も の 
又 は 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ 

 

と は で き な い が 、 開 示 す る こ と に よ り 、 な お 本 人 開 示 請 求 者 以

外 の 個 人 の 権 利 利 益 を 害 す る お そ れ が あ る も の 。 た だ し 、 次 に

掲 げ る 情 報 を 除 く 。 

   （ ア か ら ウ ま で 及 び 第 ４ 号 か ら 第 ７ 号 ま で 省 略 ） 
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 （ 保 有 個 人 情 報 の 一 部 開 示 ） 

第 23 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  本 人 開 示 請 求 に 係 る 保 有 個 人 情 報 に 前 条 第 ３ 号 の 情 報 （ 本 人 開 

示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る も の に 限 る 。 

） が 含 ま れ て い る 場 合 に お い て 、 当 該 情 報 の う ち 、 氏 名 、 生 年 月 

日 そ の 他 の 開 示 請 求 者 以 外 の 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き る 

       及 び 個 人 識 別 符 号 
こ と と な る 記 述 等         の 部 分 を 除 く こ と に よ り 、 開 

                

示 し て も 、 本 人 開 示 請 求 者 以 外 の 個 人 の 権 利 利 益 が 害 さ れ る お そ 

れ が な い と 認 め ら れ る と き は 、 当 該 部 分 を 除 い た 部 分 は 、 同 号 の 

情 報 に 含 ま れ な い も の と み な し て 、 前 項 の 規 定 を 適 用 す る 。 

 （ 調 査 権 限 等 ） 

第 56 条  第 53 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 諮 問 に 基 づ き 、 審 査 会 が 行 う 調 

答 申 の 内 容 の 公 
査 に 係 る 権 限 及 び 意 見 の 陳 述 、 提 出 資 料 の 閲 覧 、 
                      答 申 書 の 送 付 等 

表 等 
の 手 続 に つ い て は 、 情 報 公 開 条 例 第 24 条 か ら 第 27 条 ま で の 規 

 

定 に よ る も の と す る 。 

（ 出 資 法 人 等 の 個 人 情 報 の 保 護 ） 

                               
第 60 条   

市 が 出 資 そ の 他 財 政 支 出 等 を 行 う 法 人 （ 市 が 設 立 し た 地 方 

                              
独 立 行 政 法 人 を 除 く 。） で あ っ て 、 市 長 が 定 め る も の （ 以 下 「 出 

                              
資 法 人 等 」 と い う 。） は 、 こ の 条 例 の 趣 旨 に の っ と り 、 個 人 情 報 

                            
の 保 護 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

        市 が 出 資 そ の 他 財 政 支 出 等 を 行 う 法 人 （ 市 が 設 立 
  実 施 機 関 は 、 
２        出 資 法 人 等 

し た 地 方 独 立 行 政 法 人 を 除 く 。） で あ っ て 、 市 長 が 定 め る も の 
                            の 
 

個 人 情 報 の 保 護 が 推 進 さ れ る よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す 

る 。 

                           、 派 遣 
第 67 条  実 施 機 関 の 職 員 若 し く は 実 施 機 関 の 職 員 で あ っ た 者 

                          若 し く 
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労 働 者 若 し く は 派 遣 労 働 者 で あ っ た 者 又 は 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 
は 個 人 情 報 に 係 る 受 託 事 務 

務 等                             
に 従 事 し て い る 者 若 し く は 従 事 し て い た 者 

                      又 は こ れ ら 以 外 の 

                               
者 で 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 事 務 に 従 事 し て い る 者 若 し く は 従 事 し て 

    
が 、 正 当 な 理 由 が な い の に 、 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 が 記 

い た 者 

    第 ２ 条 第 ７ 項 第 １ 号 
録 さ れ た          に 係 る 個 人 情 報 フ ァ イ ル （ そ の 全 部 
    第 ２ 条 第 ４ 項 第 １ 号 

又 は 一 部 を 複 製 し 、 又 は 加 工 し た も の を 含 む 。） を 提 供 し た と き 

は 、 ２ 年 以 下 の 懲 役 又 は 1,000,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

第 70 条  第 16 条 の 規 定 に 違 反 し て 個 人 の 秘 密 に 属 す る 事 項 を 漏 ら し 

             500,000 円 
た 者 は 、 １ 年 以 下 の 懲 役 又 は     以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

              30,000 円 

 

   横 浜 市 震 災 対 策 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

（ 災 害 時 要 援 護 者 対 策 ） 

第 12 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  市 長 は 、 前 項 の 取 組 を 支 援 す る た め 、 災 害 時 要 援 護 者 の う ち 規 

則 で 定 め る 者 に 係 る 個 人 情 報 （ 横 浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 

                 第 ２ 条 第 ６ 項 
例 （ 平 成 17 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 号 ）       に 規 定 す る 保 
                 第 ２ 条 第 ３ 項 

有 個 人 情 報 の う ち 規 則 で 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。） に つ い 

て 、 自 主 防 災 組 織 及 び 規 則 で 定 め る も の に 対 し 、 あ ら か じ め 提 供 

を す る こ と が で き る 。 

（ 第 ３ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

 

   横 浜 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 

号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 
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 （ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 次 に 定 め る も の の ほ か 、 

法 の 例 に よ る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

                   個 人 情 報 保 護 条 例 第 ２ 
(2)  保 有 特 定 個 人 情 報  実 施 機 関 の 職 員 （ 
                   横 浜 市 （ 次 条 に お い て 

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 実 施 機 関 の 職 員 を い う 。          
「 市 」 と い う 。） が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を 含 む 。 

以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。） が 職 務 上 作 成 し 、 又 は 取 得 し た 特 

定 個 人 情 報 で あ っ て 、 当 該 実 施 機 関 の 職 員 が 組 織 的 に 利 用 す る 

も の と し て 、 当 該 実 施 機 関 が 保 有 し て い る も の を い う 。 た だ し 

、 行 政 文 書 （ 横 浜 市 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 条 例 （ 平 成 

12 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 １ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 行 政 文 書 

を い う 。） に 記 録 さ れ て い る も の に 限 る 。 

              第 ２ 条 第 ８ 項 
(3)  本 人  個 人 情 報 保 護 条 例       に 規 定 す る 本 人 を い う 

              第 ２ 条 第 ５ 項 

  。 

   （ 第 ４ 号 省 略 ） 

（ 市 の 責 務 ） 

    横 浜 市 
第 ３ 条     は 、 個 人 番 号 の 利 用 に 関 し 、 そ の 適 正 な 取 扱 い を 確 

   市 

保 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 国 と の 連 携 を 図 り な 

が ら 、 自 主 的 か つ 主 体 的 に 、 地 域 の 特 性 に 応 じ た 施 策 を 実 施 す る 

も の と す る 。 

 

   横 浜 市 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

（ 他 の 法 令 等 と の 調 整 ） 

第 17 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 
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４  行 政 文 書 に 記 録 さ れ て い る 自 己 を 本 人 と す る 保 有 個 人 情 報 （ 横 

浜 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 ６ 

                   第 ２ 条 第 ６ 項 
号 。 以 下 「 個 人 情 報 保 護 条 例 」 と い う 。）       に 規 定 す 
                   第 ２ 条 第 ３ 項 

る 保 有 個 人 情 報 を い う 。） に つ い て 、 本 人 か ら 開 示 請 求 が あ っ た 

と き は 、 個 人 情 報 保 護 条 例 に よ る も の と し 、 こ の 条 例 は 、 適 用 し 

な い 。 

 

 


